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576 一一経 営 論 集一一
の見方がある。故番場嘉一郎教授は「理論的には非難されてきた評価方法であるお」として次






































































































を公表(原則として 2001年1月発効)した。 FASBは1993年5月に FASB1l5号を. 1998年
















































(a)期中に 100支払った家賃について，期末に 115が未経過である場合に， (b)期中に
100買入れた消耗品について 期末に1/5残っている場合 次の処理が行なわれる。
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(a) 支払家賃 100 現金・債務 100 
前払家賃 20 支払家賃 20 
(b) 消耗品費 100 現金・債務 100 
消耗品 20 消耗品費 20 
(a) ， (b)の見越・繰延の処理は上で述べたように実現した費用の例である。では， (c)売
上原価算定のために，期中に 100仕入れた商品について，期末に 115が残っている場合に次
の処理が行なわれる。
(c) 仕 入 l∞ 現金・債務 l∞ 




繰越商品勘定は前払仕入勘定でも良いのではないだろうか。また 期首に行う支払家賃 20 / 
前払家賃 20の処理，消耗品費20 /消耗品 20の処理が再振替処理であるから，決算修正と















































:烹 現金主義会計 実現主義会計 発生主義会計当座企業 継続企業 継続企業
日 費 ① 00費 xx ①左に同じ ①左に同じ
現 ~ x x ② 00費 xx ②左に同じ
常 用 債 務 xx 
取 リ又 ①'現 ヨ~ヘ xx ①'左に同じ ①'左に同じ
00益 xx ②'債 ネ在 xx ②'左に同じ
ヲl益 00益 xx 
③前払費用 xx ③左に同じ
決 費 00費 xx ④左に同じな し ④ 00費 xx ⑤ 00費 x x 算 用
修 未払費用 xx 引当金 xx 
正 ③'未収収益 xx ③'左に同じ
取 収 00益 xx 












































② 00費 xxx 債務 xxx
③ 前払費用 xxx 00費 xxx 
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